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日
本
一
の
武
道
の
ま
ち
へ
！

　特集記事第 25 回は、「日本
武道館研修センター」のみな
さんとの対談です。
　さて、今回はどのような意
見が飛び出すでしょうか。

日
にっぽん

本武
ぶどうかん

道館
研修センター

と
市議会

【
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
】

 

●
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京

九
段
に
有
り
ま
す
公
益
財
団
法
人
日
本

武
道
館
の
直
営
施
設
で
す
。
昭
和
42
年
、

当
時
の
山
口
吉
暉
市
長
の
誘
致
運
動
に
よ

り
、
昭
和
46
年
８
月
４
日
に
開
設
し
ま
し

た
。
こ
の
８
月
４
日
で
開
設
50
年
に
な
り

ま
す
。
当
施
設
は
「
地
域
武
道
普
及
振

興
」
を
目
的
と
し
た
合
宿
施
設
で
す
。
全

国
規
模
の
各
種
武
道
研
修
会
を
は
じ
め
と

し
、
主
催
事
業
と
し
て
は
、
鏡
開
き
式
・

青
少
年
武
道
大
会
、
千
葉
県
高
等
学
校

剣
道
（
宿
泊
）
錬
成
大
会
、
千
葉
県
少

年
少
女
武
道
錬
成
大
会
、
ま
た
、
武
道

及
び
書
道
の
習
練
に
よ
る
心
身
の
鍛
錬
を

通
じ
て
、
人
格
を
磨
き
健
全
な
青
少
年
の

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
武
道
学

園
（
勝
浦
分
園
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

当
施
設
は
客
室
44
部
屋
、
最
大
２
８
０

人
収
容
可
能
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
前
は
年
間

２
万
人
強
の
利
用
者
が
来
館
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
千
畳
敷
の
大
道
場
の
ほ
か
、

研
修
室
（
小
道
場
）、
弓
道
場
、
相
撲
道

場
が
あ
り
ま
す
。

　
質
問　
一
般
の
方
で
も
泊
ま
れ
ま
す
か
？

　
回
答　
一
般
の
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

【
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
】

●
武
道
学
園
で
は
、
柔
道
、
剣
道
、
空
手
道
、

合
気
道
、
書
道
の
５
つ
の
教
室
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
中
学
、

高
校
で
剣
道
日
本
一
に
な
っ
た
生
徒
も
い
ま

す
。
柔
道
で
は
全
日
本
選
手
権
準
優
勝
。

書
道
で
は
、
高
円
宮
賞
を
受
賞
し
た
生
徒

も
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も

が
減
っ
て
お
り
、
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。「
武
道
、
書
道
」
を
知
ら
な
い
子
ど
も
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た
ち
や
市
民
の
皆
様
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
幅

広
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
皆
さ
ん
が
考
え
る
勝
浦
市
の
問
題
点
は
？
】

●
や
は
り
人
口
減
で
す
。
少
子
化
対
策
や

若
者
の
雇
用
の
奨
励
、
交
通
網
の
整
備
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
。
今
は
ア
ナ
ロ
グ
か

ら
デ
ジ
タ
ル
化
の
対
応
（
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
）、
古
き
良
き
も
の
は
文
化
と
し
て
残

し
、
新
風
を
吹
き
込
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
。
例
え
ば
国
際
武
道
大
学
の
学
生
が

卒
業
後
に
居
住
地
と
し
て
考
え
て
い
る
場

合
、
な
ん
ら
か
の
施
策
を
講
じ
る
こ
と
で

人
口
増
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思

い
ま
す
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
若
い
人
が

増
え
活
気
あ
る
ま
ち
の
一
助
に
も
な
る
と

考
え
ま
す
。

【
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

●
50
周
年
を
機
に
施
設
を
更
新
し
ま
し
た
。

宿
泊
棟
、
道
場
棟
も
耐
震
補
強
工
事
を

完
了
し
、
大
道
場
も
含
め
全
館
冷
暖
房

完
備
し
、
フ
リ
ー
Wi

−

Fi
も
設
置
し
ま
し

た
。
利
用
者
に
「
安
心
、
安
全
、
快
適
」

な
施
設
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
施
設
は
海
抜
44
ｍ
と
い
う
高
台
に

あ
り
、
災
害
時
に
も
強
い
施
設
と
も
云
え

る
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
終
息
の
際
に
は
、

利
用
者
に
対
し
最
良
の
お
も
て
な
し
を
心

が
け
、
お
迎
え
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し

て
お
り
ま
す
。

【
ど
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？
】

●「
勝
浦
市
は
朝
市
・
武
道
の
ま
ち
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
大
き
な
柱
と
し
、

主
に
観
光
地
で
あ
る
こ
と
を
全
面
に
出

し
、
市
内
の
人
は
も
と
よ
り
市
外
の
人
に

も
、「
挨
拶
が
で
き
る
、
そ
し
て
武
道
の

根
源
で
あ
り
ま
す
礼
節
の
あ
る
素
晴
ら
し

い
ま
ち
勝
浦
」
と
云
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
市
議
会
の
印
象
と
か
、
議
員
に
望
む
こ
と
、

市
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
】

●
今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
議
会

の
皆
様
へ
は
、
日
本
で
唯
一
の
日
本
武
道

館
直
営
施
設
は
こ
こ
に
し
か
な
い
と
い
う

存
在
の
ア
ピ
ー
ル
を
強
く
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
研
修
セ
ン
タ
ー
も
50
年
と
い
う
歴
史
の

市原　雅彦さん

中
に
い
ろ
い
ろ
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

勝
浦
市
、
ま
た
勝
浦
市
議
会
の
支
え
が
あ

れ
ば
こ
そ
歩
ん
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
か
ら
も
勝
浦
市
を
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
盛
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

佐久間　義輝さん 鈴木　浩子さん 端　春彦室長

藤江　雅之さん
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令
和
３
年
５
月
臨
時
会
が
５
月
21
日
に
開
か
れ
、　

議
長
に
松
﨑
栄
二
氏
、

副
議
長
に
戸
坂
健
一
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
に
岩
瀬
義
信
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

2
年
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
新
た
に
議
会
運
営
委
員
、
各
常
任
委
員
等
が

下
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

議
長
、
副
議
長
を
選
出

　
 

監
査
委
員
を
選
任
同
意

　
　
　

 

各
委
員
会
委
員
を
選
出

委員会名 委員長 委　員　名 所管事項  

議会運営
委員会

（７人）

黒川　民雄

○磯野　典正 末吉　定夫

　寺尾　重雄 照川由美子

　戸坂　健一 丸　　　昭

・議会の運営に関する事項
・議会の会議規則、委員会に関する条例等に

関する事項
・議長の諮問に関する事項

総務文教
常任委員会

（８人）

鈴木　克已

○丸　　　昭 磯野　典正

　岩瀬　義信 黒川　民雄

　照川由美子 戸坂　健一

　松﨑　栄二 

・総務課、企画課、財政課、税務課、市民課
及び会計課の所掌に属する事項

・選挙管理委員会及び監査委員の所掌に属す
る事項

・教育委員会の所掌に属する事項
・議会事務局の所掌に属する事項
・他の常任委員会の所管に属しない事項

産業厚生
常任委員会

（７人）

久我　恵子

○岩瀬　洋男 狩野　光一

　佐藤　啓史 末吉　定夫

　寺尾　重雄 渡辺ヒロ子

・高齢者支援課、福祉課、生活環境課、清掃
センター、都市建設課、農林水産課、観光
商工課、勝浦診療所及び水道課の所掌に属
する事項

・農業委員会の所掌に属する事項
・税務課課税係・収納係（国民健康保険税、

後期高齢者医療保険料及び介護保険料に限
る。）の所掌に属する事項

・市民課国保年金係・健康管理係の所掌に属
する事項

議会報編集
委員会

（７人）

佐藤　啓史

○狩野　光一 岩瀬　洋男

　久我　恵子 黒川　民雄

　鈴木　克己 渡辺ヒロ子

・議会報の編集、発行に関する必要な事項に
ついて協議する

各委員会の委員 ○副委員長

松﨑　栄二
議長

戸坂　健一
副議長

岩瀬　義信
監査委員

経　歴
市議５期目・
無所属　６８歳
副議長、監査委員、
議会運営委員会委
員長などを歴任

経　歴
市議３期目・
無所属　４４歳
総務文教常任委員
会委員長、産業厚
生常任委員会委員
長などを歴任

経　歴
市議７期目・
無所属　８１歳
議長、副議長、建
設経済常任委員会
委員長などを歴任
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令和３年６月定例会審議結果

◯６月定例会　会期　６月７日から６月１７日まで１１日間
勝浦市議会ではこんなことが決まりました！

出席議員の全員が賛成した議案等

議案の賛否（賛否が分かれた議案のみ掲載）

議案番号 件　　　　名 付託委員会 結 果

議案第 26 号 勝浦市郷土資料室設置管理条例の制定について 総務文教 可決

議案第 28 号 勝浦市税条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第 29 号 勝浦市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第 30 号 勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第 31 号 令和３年度勝浦市一般会計補正予算 総務文教 可決

議案第 32 号 令和３年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第 １ 号 「国における 2022 年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する
請願 総務文教 採択

議案第 ２ 号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 総務文教 採択

発議案第２号 勝浦市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 可決

発議案第３号 国における 2022 年度教育予算拡充に関する意見書について 可決

発議案第４号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について 可決

　議会報では、市民生活と深く関わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。
　全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。

　「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長
を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。

議案
番号 件　　　　名

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

鈴
木
　
克
己

狩
野
　
光
一

渡
辺
　
ヒ
ロ
子

照
川
　
由
美
子

戸
坂
　
健
一

磯
野
　
典
正

久
我
　
恵
子

寺
尾
　
重
雄

佐
藤
　
啓
史

岩
瀬
　
洋
男

松
﨑
　
栄
二

丸
　
　
昭

黒
川
　
民
雄

岩
瀬
　
義
信

末
吉
　
定
夫

議案第
27 号

勝浦市かつうら海中公園滞在型
観光施設設置管理条例の制定に
ついて

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
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区　　分 改　正　前 改　正　後 比　較

基礎課税額
( 医療給付費分 )

所得割 7.1％ 6.9％ △ 0.2％

均等割 23,900 円 22,200 円 △ 1,700 円

平等割 19,900 円 18,000 円 △ 1,900 円

限度額 630,000 円 630,000 円 増減なし

●トピックス　その１
勝浦市郷土資料室設置管理条例が制定されました。

　本条例は、「勝浦市郷土資料室」の運用と管理に関する事項を定めるものです。
　「勝浦市郷土資料室」は、郷土に関する考古資料、歴史資料および民俗資料ならびに美術工
芸品の展示を通じて、勝浦市における学術の発展と文化の振興を目的に、現在、図書館内に設
置を進めており、本年９月頃のオープンを予定しています。入室は無料とし、恒設の展示に加

●トピックス　その２
国民健康保険税が引き下げられます。

　令和２年度の国民健康保険特別会計の決算見込みで１億 1,400 万円の留保財源が増加する
見込みとなり、財政調整基金の１億円と合わせて２億 1,400 万円の財源となりました。
　この黒字化の要因として
　　　保険税の収納額が想定ほど落ち込まなかったこと
　　　県の特別交付金が増額したこと
　　　コロナ禍において、保険事業での歳出が抑制されたこと
　などがあげられます。
　今後の予測を踏まえ、加入者の皆さんの負担軽減を図るために引き下げを行いました。

え展示イベント等を企画する予定です。
　なお、設置に関わる費用は、昨年糸久氏より「勝浦市の郷土
資料、歴史資料などの整理・保管の利活用に役立て欲しい」と
お寄せいただいたご寄付を活用させていただきます。
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●トピックス　その３
感染拡大防止対策事業
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

１. サーモグラフィーカメラ（非接触式体表面感知器）　２７万５千円×５台＝１３７万５千円
①勝浦診療所
②かつうら聖苑
③図書館
④興津集会所
⑤芸術文化交流センター

２. サニタリー用品（生理用品の確保が厳しい女性・女子への）無償支給事業　  ７５万２千円
１００セット（中学校）６００セット（一般）

３. その他
①ＰＣＲ検査の検体採取および新型コロナウイルスワクチン接種における
　夷隅医師会への夷隅郡市２市２町の分担による支援金  　　　　　      　　６５６万５千円
②かつうら聖苑に設置する手指消毒薬のオートディスペンサー５台分　        　　１万２千円
③教育活動における感染拡大防止のための消耗品購入及び　　　　　　小学校９８万３千円
　修学旅行等が中止になった際のキャンセル料金に要する経費　　　　中学校　    ８４万円
④図書館来館者の感染拡大防止対策のため、自動ドアの改修及び
　蔵書殺菌等に要する経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　３１２万３千円
※オートディスペンサーとは、手指消毒用の自動消毒液噴霧器です。

常任委員会等の活動報告
勝浦市議会観光振興議員連盟

朝市の活性化に関する意見書を提出
　勝浦市議会観光振興議員連盟（会長：佐藤啓史）は、５月２１日（金）に、土屋元市長に、
朝市の活性化に関する意見書を提出しました。
　意見書の内容は下記の通りです。

１. 朝市への来客者を誘導するための看板・のぼり旗の設置及びポスターの掲示
　①国道１２８号・２９７号沿いに看板の設置
　②墨名、出水駐車場から朝市への誘導看板及びのぼり旗の掲出
　③近隣自治体の観光施設、集客施設へのポスター掲示
　④上記施策推進のための朝市キャラバンの実施
２. 組織活性化、事務事業の充実のための人員配置
　①朝市担当地域おこし協力隊の増員
３. 朝市客誘導・動線確保と新規出店者の店舗枠の確保
　①夢テラス前の空き地の活用
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総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

・議案第２６号　勝浦市郷土資料室設置管理条例の制定について
・議案第２８号　勝浦市税条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第３１号　令和 3 年度勝浦市一般会計補正予算

　以上３件の議案については、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定しました。
・請願第１号　「国における２０２２年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願
・請願第２号　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願

　以上２件の請願については、採択すべきとし、最終日に意見書案を可決し関係官庁に対し
意見書を提出することとなりました。

　
　補正予算で提案の中に、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業として、
以下の提案がありました。
①サニタリーサポート事業に７５万２千円。経済的事情により生理用品の確保が厳しい女性、

女子（児童・生徒）への無償支給事業。
②勝浦診療所に設置するサーモグラフィーカメラ購入経費に２７万５千円。
③感染拡大防止対策事業に６５６万５千円。コロナ関係で協力いただいている夷隅郡市医師会

に対する支援金。
④かつうら聖苑に設置するサーモグラフィーカメラ１台及び消毒用オートディスペンサー５台

購入経費に２８万７千円。
※オートディスペンサーとは、手指消毒用の自動消毒液噴霧器です。

・議案第２７号　　勝浦市かつうら海中公園滞在型観光施設設置管理条例の制定について
・議案第２９号　　勝浦市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第３０号　　勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第３２号　　令和３年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算
　　
　産業厚生委員会には、以上４件が付託され、６月１５日委員会を開催。
　審議の結果、最終日の本会議において、委員長からの審査結果報告後、採決を行い、議案第

２７号は賛成多数、議案第２９号、議案第３０号、議案第３２号は、全会一致により「可決」
となりました。

89



６
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

全
文
は
、
勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

6 月 9 日
久
我　

恵
子　

議
員

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
に
つ
い
て

狩
野　

光
一　

議
員

①
ご
み
処
理
事
業
継
続
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

②
市
内
交
通
の
拡
充
に
つ
い
て

③
か
つ
う
ら
海
中
公
園
再
生
事
業
に
つ
い
て

渡
辺
ヒ
ロ
子　

議
員

①
新
た
な
観
光
施
設
の
創
出
に
つ
い
て

照
川
由
美
子　

議
員

①
本
市
に
お
け
る
人
口
減
少
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

磯
野　

典
正　

議
員

①
広
報
か
つ
う
ら
に
つ
い
て

②
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

6 月 10 日
佐
藤　

啓
史　

議
員

①
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

②
通
学
路
に
つ
い
て

戸
坂　

健
一　

議
員

①
民
間
企
業
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
材
一
式
の
活
用

に
つ
い
て

鈴
木　

克
己　

議
員

①（
仮
称
）か
つ
う
ら
海
中
公
園
再
生
計
画
に
つ
い
て

寺
尾　

重
雄　

議
員

①
勝
浦
市
元
北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
に
お
い
て
も
、

５
月
11
日
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
開
始
さ
れ
た
。
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
予
約
開
始
時

は
、
電
話
が
繋
が
り
に
く

く
、
多
く
の
市
民
よ
り
苦
情

が
あ
っ
た
。
７
月
中
旬
か
ら

は
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
一

般
の
方
の
予
約
が
始
ま
る
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
時
の

よ
う
な
混
乱
を
避
け
る
為
、

あ
ら
か
じ
め
日
に
ち
を
指
定

し
、
都
合
の
悪
い
方
の
み
変

更
を
す
る
「
日
に
ち
指
定
」

を
採
用
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。Ａ日

に
ち
指
定
方
式
に
よ

る
予
約
方
法
は
、
実
施
し
た

市
町
村
で
大
き
な
混
乱
も
な

く
日
程
調
整
が
で
き
た
と
の

報
道
も
あ
り
、
庁
内
で
議
論

久我惠子議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
に

つ
い
て

も
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の

方
法
で
は
、
予
約
時
の
混
乱

が
少
な
い
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
一
方
、
今
後
一
般

の
方
で
は
、
市
の
集
団
接
種

以
外
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
当
日
来
な
い
で
無
断

で
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
当
日
の
ワ
ク

チ
ン
準
備
に
も
影
響
が
出
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
ご
自
身

の
希
望
で
予
約
を
取
る
方
法

に
す
る
。

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象

と
な
る
12
歳
か
ら
18
歳
ま
で

の
多
く
が
学
生
と
思
わ
れ

る
。
接
種
を
夏
休
み
期
間
中

に
完
了
で
き
な
い
か
。ま
た
、

キ
ュ
ス
テ
ま
で
連
れ
て
く
る

保
護
者
に
も
同
時
に
接
種
で

き
な
い
か
。

Ａ
接
種
を
希
望
す
る
学
生

が
、
夏
休
み
期
間
中
に
２
回

の
接
種
が
終
え
ら
れ
る
よ
う

学
校
と
協
力
し
て
体
制
を
整

え
た
い
。
そ
の
際
は
、
同
伴

す
る
保
護
者
で
接
種
の
希
望

者
に
は
同
時
に
接
種
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
た
い
。

Ｑ
集
団
接
種
の
概
の
終
了

時
期
と
そ
れ
以
降
の
接
種
希

望
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

Ａ　
歳
以
上
の
高
齢
者
の

接
種
は
高
齢
者
施
設
入
居
者

を
含
め
約
６
５
５
０
人
が
７

月
中
に
終
了
す
る
。
こ
れ
は

勝
浦
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
７
７
０
０
人
の
85
％
の
方

が
、
接
種
を
完
了
す
る
こ
と

に
な
る
。
基
礎
疾
患
の
あ
る

方
、
一
般
の
方
の
集
団
接
種

は
８
月
上
旬
に
開
始
さ
れ
、

10
月
中
に
終
了
予
定
。

　

そ
れ
以
降
の
接
種
希
望
者

は
今
後
、
関
係
医
療
機
関
と

検
討
す
る
。

65

9



狩野光一議員

ご
み
処
理
事
業
継
続

へ
の
対
応
に
つ
い
て

市
内
交
通
の
拡
充
に

つ
い
て

か
つ
う
ら
海
中
公
園

再
生
計
画
に
つ
い
て

新
た
な
観
光
施
設
の
創
出

に
つ
い
て

Ｑ
「
第　

次
千
葉
県
廃
棄

物
処
理
計
画
」
が
策
定
・
公

表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

今
後
に
対
す
る
市
と
し
て
の

具
体
的
な
動
き
、
ま
た
は
方

針
や
構
想
が
あ
れ
ば
お
聞
き

し
た
い
。

Ａ
具
体
的
な
動
き
は
無

く
、
基
本
的
な
方
針
も
決
定

し
て
い
な
い
。
県
の
計
画
に

は
「
処
理
の
広
域
化
」「
施

設
の
集
約
化
」
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
老
朽
施
設
を
抱
え

る
市
町
村
と
の
意
見
交
換
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
近
隣
市
町
と
と
も

に
検
討
し
た
い
。

Ｑ
過
去
の
質
疑
答
弁
に

あ
っ
た
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
お
聞
き
し
た

い
。Ａ

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
利
用
者

に
対
し
て
、
７
月
も
し
く
は

８
月
に
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
、
そ
の
後
に
分
析
・
評
価

等
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

Ｑ
利
用
者
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
資
料
に
は
な
る
が
、
利

用
地
域
拡
大
の
検
討
資
料
に

は
な
ら
な
い
。
未
通
地
域
の

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
手

段
が
必
要
で
は
な
い
か
？

Ａ
市
内
全
域
を
対
象
と
す

る
調
査
も
必
要
と
感
じ
る
。

例
え
ば
、
広
報
か
つ
う
ら
で

ご
意
見
を
募
集
す
る
。
も
し

く
は
、
総
合
計
画
ア
ン
ケ
ー

ト
に
多
く
の
ご
意
見
が
あ
れ

ば
、
施
策
に
反
映
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
勝
浦
が
抱
え
る
人
口
減

少
問
題
を
少
し
で
も
抑
え
、

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た

め
に
『
か
つ
う
ら
海
中
公
園

滞
在
型
観
光
施
設
建
設
事

業
』
を
成
功
さ
せ
、
そ
の
価

値
を
高
め
る
た
め
の
新
た
な

観
光
施
設
を
創
出
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
事

業
の
プ
ラ
ン
変
更
に
よ
る
①

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
②
駐
車

場
、
渋
滞
等
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

年
間
４
２
５
０
万
円
の
見
込

み
。
駐
車
場
は
海
の
博
物
館

の
立
体
駐
車
場
で
対
応
す
る
。

混
雑
期
に
は
海
中
公
園
が
警

備
員
を
雇
っ
て
対
応
す
る
。

Ｑ
こ
の
施
設
で
は
一
度
に

大
勢
の
利
用
は
厳
し
い
。
そ

こ
で
周
辺
を
含
め
た
魅
力
の

Ｑ
第
２
期
以
降
の
事
業
に

対
す
る
交
付
金
の
見
通
し
、

事
業
の
方
向
性
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
を
お
聞
き
し
た
い
。

Ａ
事
業
は
、
か
つ
う
ら
海

中
公
園
の
再
生
を
基
本
と

し
、
観
光
、
農
林
水
産
業
の

振
興
、
地
域
の
活
性
化
に
効

果
的
な
も
の
と
す
る
方
針
だ

が
、
本
年
度
事
業
の
経
過
や

周
辺
施
設
の
整
備
状
況
を
見

据
え
て
、
次
の
展
開
を
検
討

す
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
国

庫
補
助
金
の
活
用
は
、
こ
の

中
で
の
検
討
事
項
に
な
る
。

Ｑ
次
の
展
開
を
検
討
す
る

に
あ
た
り
、
委
員
会
等
の
検

討
機
関
を
設
け
る
予
定
は
あ

る
か
？

Ａ
ま
ず
は
庁
内
会
議
、
審

議
会
等
で
協
議
・
検
討
を
進

め
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
、

新
た
な
検
討
委
員
会
等
の
設

置
も
検
討
し
て
い
く
。

拡
充
が
必
要
と
考
え
る
。
海

の
博
物
館
や
展
望
塔
と
の

コ
ラ
ボ
企
画
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
エ
リ

ア
、
釣
堀
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
施
策
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
ご
提
案
内
容
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
一
緒
に
今
後
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
灯
台
は
ア
ピ
ー
ル
性
の

高
い
施
設
だ
と
注
目
し
て
い

る
。
海
上
保
安
庁
署
長
か
ら

『
地
域
活
性
化
に
役
立
て
て

ほ
し
い
』
と
い
う
言
葉
を
戴

い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
市
長

の
お
考
え
を
伺
う
。

Ａ
勝
浦
灯
台
は
勝
浦
を
代

表
す
る
シ
ン
ボ
ル
。
観
光
資

源
に
な
る
可
能
性
を
持
っ
て

い
る
と
思
う
。

Ｑ
勝
浦
の
豊
か
な
自
然
と

魅
力
を
活
か
し
た
取
組
み
を

ぜ
ひ
前
に
進
め
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
関
係
人
口
を
増
や
す

た
め
に
は
、
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
の
創
出
も
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
？

10

渡辺ヒロ子議員

Ａ
朝
空
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

色
々
な
企
画
を
し
て
成
功
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
効
果
を
見
極
め
て
今
後
も

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
勝
浦
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
外
か
ら
の
人
を
多
く
呼
び

込
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

ク
ラ
フ
ト
展
の
開
催
を
考
え

て
い
る
。
経
済
面
や
人
口
面

で
の
閉
塞
感
を
打
破
す
る
為

に
、
積
極
的
な
観
光
へ
の
拡

充
支
援
、
広
報
活
動
が
急
務

と
思
う
が
市
長
の
お
考
え
を

伺
う
。

Ａ
住
民
の
為
の
イ
ベ
ン
ト

と
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
、
理
想
は
そ
の

両
方
を
や
っ
て
い
く
こ
と
。

移
住
・
定
住
に
繋
が
る
き
っ

か
け
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
は
必

要
だ
と
考
え
る
。
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本
市
に
お
け
る
人
口

減
少
の
現
状
と
対
策

に
つ
い
て

広
報
か
つ
う
ら
に
つ
い
て

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
本
市
の
人
口
は
３
月
末

現
在
１
万
６
千
６
百
人
を

切
っ
た
。
こ
の
現
状
か
ら
今

後
ど
の
よ
う
な
施
策
に
力
を

注
い
で
い
く
の
か
。
ま
た
、

雇
用
創
出
面
で
期
待
の
か
か

る
元
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地

計
画
の
進
展
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

Ａ
若
者
世
代
の
減
少
に
よ

り
少
子
高
齢
化
が
顕
著
に
な

る
中
、
雇
用
の
拡
大
・
若
者

世
代
の
支
援
・
暮
ら
し
や
す

さ
の
実
現
等
の
施
策
充
実
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
行
川

の
跡
地
計
画
に
つ
い
て
は
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
、

事
業
主
体
側
に
早
期
実
現
を

働
き
か
け
て
い
く
。

Ｑ
移
住
定
住
対
策
と
し
て

の
「
移
住
窓
口
」
の
設
置
と
、

Ｑ
過
去
の
質
疑
答
弁
に

あ
っ
た
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
お
聞
き
し
た

い
。Ａ

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
利
用
者

に
対
し
て
、
７
月
も
し
く
は

８
月
に
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
、
そ
の
後
に
分
析
・
評
価

等
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

Ｑ
利
用
者
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
資
料
に
は
な
る
が
、
利

用
地
域
拡
大
の
検
討
資
料
に

は
な
ら
な
い
。
未
通
地
域
の

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
手

段
が
必
要
で
は
な
い
か
？

Ａ
市
内
全
域
を
対
象
と
す

る
調
査
も
必
要
と
感
じ
る
。

例
え
ば
、
広
報
か
つ
う
ら
で

ご
意
見
を
募
集
す
る
。
も
し

く
は
、
総
合
計
画
ア
ン
ケ
ー

ト
に
多
く
の
ご
意
見
が
あ
れ

ば
、
施
策
に
反
映
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
月
１
回
の
発
行
と
な
っ

た
広
報
か
つ
う
ら
の
今
後
の

編
成
方
針
は
？

Ａ
適
切
な
時
期
に
、
情
報

の
正
確
性
を
確
保
し
な
が

ら
、
緊
急
度
に
応
じ
て
号
外

の
発
行
を
す
る
な
ど
的
確
な

対
応
に
努
め
る
。

Ｑ
勝
浦
市
出
身
者
が
市
外

で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿
を

特
集
記
事
で
掲
載
で
き
な
い

か
？Ａ

内
容
に
も
よ
る
が
、
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
載
せ

る
こ
と
で
市
政
へ
の
関
心
、

参
画
に
有
効
と
考
え
ら
れ
れ

ば
検
討
の
余
地
は
あ
る
。

Ｑ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連

携
に
よ
る
市
内
の
求
人
情
報

の
掲
載
は
？
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
公
表
さ
れ
て
い

る
が
、
市
長
の
動
向
も
掲
載

Ｑ
若
者
の
流
出
を
抑
え
る

た
め
に
奨
学
金
制
度
の
見
直

し
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
市
長
の
ご
見
解

は
？Ａ

令
和
３
年
４
月　

日
現

在
、
総
人
口
に
対
す
る
65
歳

以
上
の
割
合
は
44
．７
％
で

あ
り
、
少
子
高
齢
化
は
進
ん

で
い
る
。
教
育
の
機
会
均
等

を
確
保
し
つ
つ
、
Ｕ
タ
ー
ン

や
定
住
促
進
を
図
る
上
で
の

奨
学
金
優
遇
措
置
は
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ
鹿
児
島
県
長
島
町
で

し
て
は
ど
う
か
？

Ａ
総
合
的
に
勘
案
し
検
討

す
る
。

Ｑ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出

展
し
、
広
報
か
つ
う
ら
が
内

閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
を
目
指

す
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う

か
？Ａ

近
い
う
ち
に
課
内
会
議

を
行
い
、
積
極
的
に
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

磯野典正議員

照川由美子議員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
６
月
よ
り
市
観
光
商
工

課
職
員
２
名
を
カ
ッ
ピ
ー
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
さ

せ
、
市
観
光
協
会
と
連
携
し

移
住
に
導
く
体
制
を
強
化
す

る
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
２
名
の
新
規
採
用
に
向

け
、
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
空
き
校
舎
・
校
庭
は
、

交
流
人
口
の
増
加
に
寄
与
で

き
る
貴
重
な
財
産
。
企
業
や

外
部
団
体
の
見
学
実
績
と
、

活
用
が
決
定
し
て
い
く
進
め

方
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
見
学
は
、
専
門
学
校
・

通
信
制
の
高
等
学
校
・
宿
泊

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
・
食
品

加
工
会
社
等
。活
用
に
あ
た
っ

て
は
地
域
の
意
見
を
聴
取

し
、
市
有
地
活
用
検
討
委
員

会
で
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ
本
市
に
高
校
が
な
く

な
っ
た
影
響
は
甚
大
。
今
後
、

こ
れ
に
代
わ
る
教
育
環
境
づ

く
り
が
課
題
で
あ
り
、
空
き

校
舎
の
一
つ
は
、
教
育
施
設

と
し
て
の
活
用
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。
取
り
組
み
を
促

進
す
る
た
め
に
も
市
有
地
検

討
委
員
会
組
織
の
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ
検
討
委
員
会
の
あ
り
方

等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
総

合
的
に
勘
案
し
、
庁
内
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
、
自
然
を
満

喫
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
若
者
の
地
域

志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
今
、

こ
の
機
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

本
市
の
魅
力
Ｐ
Ｒ
強
化
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

Ａ
人
口
減
少
対
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
移
住
パ
ン
フ
の

作
成
配
布
等
を
含
め
、
本
市

の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
検
討
し
た
い
。「移住窓口」スタート！

行
っ
て
い
る
【
ぶ
り
奨
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
】
は
金
融
機
関
等

と
連
携
し
、
奨
学
金
を
利
用

し
た
人
が
卒
業
後
10
年
以
内

に
戻
っ
て
来
た
ら
奨
学
金
の

返
済
は
基
金
よ
り
補
填
。
例

え
ば
勝
浦
市
で
い
え
ば
【
カ

ツ
オ
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
と

い
っ
た
名
前
で
、
北
上
し
脂

が
乗
っ
た
ら
帰
っ
て
こ
い
！
と

い
っ
た
、
地
域
経
済
に
好
循

環
を
生
み
出
す
仕
組
み
づ
く

り
で
あ
る
と
考
え
る
。【
カ

ツ
オ
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
？

Ａ
長
島
町
の
事
例
も
踏
ま

え
て
、
他
市
の
先
進
事
例
も

含
め
検
討
す
る
。

30
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佐藤啓史議員

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

通
学
路
に
つ
い
て

民
間
企
業
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
材
の

活
用
に
つ
い
て

Ｑ
本
市
の
子
育
て
支
援
事

業
の
現
状
と
課
題
を
お
聞
き

す
る
。

Ａ
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
や
認
定
こ
ど
も
園
の
移

行
を
は
じ
め
、
民
間
委
託
に

伴
う
放
課
後
ル
ー
ム
開
設
地

域
の
拡
大
、
勝
浦
こ
ど
も
園

で
の
病
後
児
保
育
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
。今
後
は
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
子
育
て
世
代
の
経
済
的

支
援
と
市
内
経
済
振
興
の
た

め
に
、（
仮
称
）
子
育
て
支
援

券
の
配
布
事
業
を
提
案
す
る
。

Ａ
現
段
階
で
は
実
施
す
る

考
え
は
な
い
。

Ｑ
小
児
医
療
体
制
の
充
実

に
つ
い
て
、
市
の
現
状
と
取

り
組
み
状
況
を
お
聞
き
す

る
。

Ｑ
令
和
元
年
、
勝
浦
市
は

民
間
企
業
よ
り
ラ
グ
ビ
ー
W   

杯
で
使
用
さ
れ
た
高
性
能
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
材
数
百
点
の

寄
贈
を
受
け
た
。
し
か
し
、

未
だ
に
活
用
せ
ず
保
管
さ
れ

た
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
活
用
に
つ
い
て
関
係
者

と
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

未
活
用
の
ま
ま
保
管
状
態
に

あ
る
。
今
後
市
民
の
健
康

増
進
に
役
立
て
て
い
き
た
い

が
、
専
門
的
機
材
も
あ
る
た

め
、
国
際
武
道
大
学
と
の
連

携
が
適
切
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
検
討
過
程
で
、
他
自
治

体
に
譲
渡
す
る
考
え
は
あ
っ

た
か
。
寄
贈
者
の
思
い
を
く

め
ば
、
市
内
で
活
用
し
て
い

く
の
が
本
義
だ
と
思
う
が
。

Ａ
他
団
体
に
譲
渡
す
る
考

え
は
な
い
。
た
だ
し
、
近
隣

自
治
体
と
の
相
互
利
用
に
つ

い
て
は
検
討
し
た
い
。

Ｑ
寄
贈
さ
れ
た
機
材
の
中

に
は
電
子
機
器
を
含
む
も
の

も
あ
り
、
点
検
と
動
態
保
存

が
大
切
だ
。
機
材
の
点
検
は

し
て
い
る
か
。

Ａ
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ

迄
点
検
は
実
施
し
て
い
な

い
。Ｑ

活
用
の
た
め
に
は
具
体

的
か
つ
明
確
な
運
用
方
針

が
必
要
だ
と
思
う
が
い
か
が

か
。Ａ

機
材
の
利
活
用
に
関
す

る
基
本
方
針
を
策
定
し
、
運

用
面
で
の
国
際
武
道
大
学
と

の
連
携
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
配

置
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ

れ
に
基
づ
い
て
ソ
フ
ト
面
と

ハ
ー
ド
面
の
両
面
、
ま
た
財

政
状
況
も
鑑
み
て
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
機
材
の
活
用
場
所
に
つ

い
て
、
廃
校
な
ど
市
有
地
の

活
用
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

戸坂健一議員

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
廃
校
の
教
室
や
体
育
施

設
な
ど
か
ら
、
関
係
者
と
協

議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
機
材
の
寄
贈
を
受
け
る

に
あ
た
っ
て
は
寄
贈
者
と
の

協
定
も
あ
り
、
活
用
す
る
こ

と
を
前
提
で
譲
り
受
け
、
協

議
し
、
約
束
を
し
て
き
た
は

ず
、
市
と
し
て
も
柔
軟
か
つ

迅
速
に
対
応
し
、
具
体
的
な

活
用
策
を
決
定
す
べ
き
で
は
。

Ａ
寄
贈
者
か
ら
は
、
有
効

に
市
民
の
健
康
増
進
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

で
寄
贈
を
受
け
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
関
係
者
と
の

協
議
が
停
滞
し
て
い
る
。
し

か
し
、
関
係
者
と
の
協
議
を

図
り
、
積
極
的
に
有
効
活
用

を
進
め
て
い
き
た
い
。元大原高等学校勝浦若

潮キャンパスに保管し
ている機材の一部

Ａ
小
児
科
を
診
療
科
目
と

し
て
標
榜
す
る
医
療
機
関
は

２
医
療
機
関
で
あ
り
従
前
と

比
べ
減
少
し
て
い
る
。
引
き

続
き
国
及
び
県
へ
の
要
望
に

加
え
、
夷
隅
郡
内
の
市
町
と

協
力
体
制
を
整
え
て
い
き
た

い
。Ｑ

子
育
て
支
援
基
金
の
創

設
を
提
案
す
る
。

Ａ
基
金
の
原
資
と
な
る
資

金
の
保
有
が
な
い
。

Ｑ
勝
浦
こ
ど
も
園
及
び
保

育
所
の
利
用
状
況
は
？

Ａ
勝
浦
こ
ど
も
園
が

１
６
２
名
、
上
野
保
育
所
が

75
名
、
総
野
保
育
所
が
27
名
。

ま
た
土
曜
保
育
の
利
用
者
は

延
べ
７
５
６
名
で
あ
る
。

Ｑ
一
時
保
育
の
利
用
状
況

は
？Ａ

令
和
２
年
度
は
延
べ

３
３
６
名
で
あ
る
。

Ｑ
病
後
児
保
育
の
利
用
状

況
は
？

Ａ
延
べ
６
名
で
あ
る
。

Ｑ
放
課
後
ル
ー
ム
の
利
用

状
況
は
？

Ａ
勝
浦
、
興
津
、
総
野
、

上
野
、
豊
浜
の
各
ル
ー
ム
合

計
で
２
０
２
名
の
児
童
を
受

け
入
れ
て
い
る
。

Ｑ
保
育
業
務
の
民
間
委
託

後
の
課
題
は
？

Ａ
支
援
員
の
質
向
上
や
学

び
発
達
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
供
な
ど
質
的
向
上
に

努
め
た
い
。

Ｑ
こ
ど
も
館
の
利
用
状
況

は
？Ａ

昨
年
度
は
、
乳
児
か
ら

高
校
生
ま
で
延
べ
１
８
１
５

名
の
利
用
実
績
で
あ
る
。

Ｑ
通
学
路
（
国
・
県
道
）

の
除
草
及
び
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
整
備
を
要
望
す
る
。

Ａ
草
刈
り
に
つ
い
て
は
繁

茂
が
著
し
い
区
間
を
特
定
し

要
望
す
る
。
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
に
つ
い
て
は
必
要
な
箇
所

は
市
都
市
建
設
課
や
夷
隅
土

木
事
務
所
と
検
討
・
協
議
し

た
い
。
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（
仮
称
）か
つ
う
ら
海

中
公
園
再
生
計
画
に

つ
い
て

勝
浦
市
元
北
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
用

に
つ
い
て

Ｑ
国
の
認
定
プ
ロ
セ
ス
で

は
、
計
画
作
成
は
、
地
域
住

民
と
十
分
連
携
す
る
よ
う
に

と
あ
る
が
、
地
域
住
民
へ
の

説
明
や
対
応
は
ど
の
様
に
さ

れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
市
民
を
代
表
す
る
市
議

会
議
員
及
び
観
光
審
議
会
等

に
計
画
の
説
明
を
し
た
。

Ｑ
再
生
計
画
を
市
独
自
で

策
定
し
て
い
る
が
、
海
中
公

園
セ
ン
タ
ー
の
出
資
母
体
で

あ
る
県
及
び
漁
協
と
の
事
前

協
議
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
県
に
は
、
令
和
２
年　

月
か
ら
事
業
説
明
と
手
続
き

の
協
議
、
漁
協
に
は
事
前
に

説
明
し
た
。

Ｑ
計
画
書
に
、「
整
備
す

る
（
仮
称
）
か
つ
う
ら
テ
ラ

ス
」と
あ
る
が
、こ
の
名
称
は
、

Ｑ
勝
浦
市
活
性
化
の
案
と

し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
サ
ッ

カ
ー
場
建
設
案
に
対
す
る
お

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
元
北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
市
営
野
球
場
用
地
と
し

て
整
備
す
る
計
画
が
あ
り
ま

し
た
が
、
財
政
の
理
由
で
繰

延
べ
し
ま
し
た
。
次
期
総
合

計
画
に
組
み
入
れ
る
よ
う
、

検
討
し
ま
す
。

Ｑ
国
際
武
道
大
学
に
あ
る

サ
ッ
カ
ー
場
は
１
面
で
す
。

元
北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

サ
ッ
カ
ー
場
は
２
面
作
れ
ま

す
の
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
グ

を
抱
え
て
い
る
企
業
者
の
誘

致
に
関
し
て
の
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

Ａ
企
業
誘
致
の
話
は
、
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
の
段
階
、
勝
浦
市
の
財
政

状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
い
き

な
り
サ
ッ
カ
ー
場
２
面
計
画

は
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
判

断
で
お
断
り
し
た
次
第
で

す
。Ｑ

勝
浦
市
は
少
子
高
齢

化
、
過
疎
化
が
進
み
限
界
集

落
に
近
い
状
態
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
場
を
建
設
し
企
業
を
誘

致
す
る
こ
と
で
、
雇
用
・
経

済
効
果
、
観
光
に
繋
が
る
と

思
い
ま
す
が
、
お
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
「
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
は

今
は
出
来
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
企
業
の
ご

提
案
は
ど
ん
ど
ん
受
け
て
い

け
る
よ
う
、
速
や
か
に
回
答

で
き
る
よ
う
な
市
役
所
の
体

質
改
善
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
グ
が
勝

浦
に
来
て
試
合
を
す
る
、
合

宿
で
泊
ま
る
な
ど
経
済
効
果

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
そ
の
先
に
は
将
来
大
き
な

寺尾重雄議員

鈴木克己議員

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
つ
け
ら

れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
令
和
２
年
７
月
に
国
会

議
員
が
来
訪
し
た
際
に
、
施

設
を
「
か
つ
う
ら
テ
ラ
ス
」

と
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

Ｑ
「
か
つ
う
ら
テ
ラ
ス
」

の
全
体
計
画
は
。

Ａ
「
か
つ
う
ら
海
中
公
園

滞
在
型
観
光
施
設
」
を
整
備

し
、
新
た
な
観
光
資
源
を
創

出
す
る
。
地
元
農
水
産
品
や

土
産
品
の
消
費
拡
大
を
図
り

観
光
産
業
の
土
台
を
作
る
。

Ｑ
「
か
つ
う
ら
テ
ラ
ス
」

利
用
者
数
は
、
２
０
２
２

年
の
６
万
人
か
ら
４
年
後
に

は
、
10
万
５
千
人
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
数
値
の
根
拠
を

示
さ
れ
た
い
。

Ａ
過
去
の
海
中
公
園
入
込

数
を
元
に
、
入
込
数
を
６
万

人
と
見
込
ん
だ
。
各
年
の
増

加
は
、
施
設
が
広
く
認
知
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
利
用
者
数

の
増
を
見
込
ん
だ
。

Ｑ
運
営
は
、
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
る
と
あ
る
が
、
委

託
業
務
内
容
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
業
務
内
容
は
、
施
設
維

持
、
管
理
、
及
び
運
営
全
般

と
す
る
。

Ｑ
指
定
管
理
者
に
経
営

赤
字
が
生
じ
た
場
合
の
対
応

は
。Ａ

議
会
で
可
決
さ
れ
て
い

る
の
で
、
赤
字
に
な
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

元北中学校グラウンド
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大
会
等
出
来
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
勝
浦
や
国
際
武
道
大

学
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

「
金
が
な
い
か
ら
出
来
な

い
」
と
言
い
ま
す
が
、
市
の

未
来
を
考
え
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ａ
経
済
効
果
を
保
て
る
よ

う
な
事
業
に
着
手
し
て
い
け

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
し
、

次
期
総
合
計
画
で
売
り
込

ん
で
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
と
い
う
思
い
で
す
。
あ

り
が
た
い
企
業
誘
致
、
経
済

効
果
の
あ
る
ご
提
案
は
大
い

に
う
れ
し
い
で
す
が
、
実
現

可
能
性
、
永
続
出
来
る
事
業

に
つ
な
が
る
保
証
が
な
い
た

め
、
サ
ッ
カ
ー
場
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。
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編 集 後 記

勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

お問い合わせは、勝浦市議会報編集委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp

　私の将来の夢は、看護師になることです。少し
でも人の役に立つ仕事をしたいと思っています。
今、医療従事者の方々は、世界中に広まっている
新型コロナウイルスの治療の最前線に立って仕事
をしてくださっています。その姿を見て、私も医
療関係の仕事に就きたいと思いました。看護師は、
簡単な仕事だとは思いません。体力や知識、強い
精神力も必要です。夢を実現させるために、これ
からの学校生活で、一生懸命勉強や部活を頑張っ
ていきます。

勝浦中学校　１年
忍
おしだり

足　奏
か の ん

音 さん

　今号の特集ページで対談した日本武道館研修センターは今年でオープン５０周年。　世界で活躍する選手達の
合宿先として、また武道を通しての青少年育成や勝浦市の地域振興にも大きな役割を果たしています。先頭に立
って誘致をすすめた山口吉暉元市長の先見の明に敬意を表したいと思います。

議会報編集委員会委員長　佐藤　啓史

議会のうごきについて報告します
（令和３年５月～令和３年７月）

きみの未来、あなたの未来

５月１３日

１８日
２１日

　２８日

６月１日
２日

　　７日

　　９日
１０日
１１日
１４日
１５日
１６日
１７日

議会改革検討委員会・
ＩＣＴ分科会・オンライン研修会（鴨川市）
議会運営委員会・全員説明会
５月臨時会・議会運営委員会
国民健康保険事業の運営に関する協議会

社会教育委員会議
議会運営委員会・議会改革検討委員会
本会議・全員協議会
総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会・
議会報編集委員会
本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　質疑
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
観光商工審議会
本会議　最終日・全員説明会
議会報編集委員会・議会改革検討委員会

２１日
２５日

７月 1 日
５日
６日

   ２６日

 ３０日

芸術文化交流センター運営協議会
議会報編集委員会（対談）

勝浦小学校（6 年生）　市議会社会科見学
議会改革検討委員会
勝浦市外来漁船誘致対策協議会
議会報編集委員会
水道事業運営審議会
国民健康保険事業の運営に関する協議会

議 会 の う ご き
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